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CFOの樽谷です。

本日は電話会議にご参加いただき、誠にありがとうございます。

2023年3月期第3四半期決算につき、「決算概要」資料に沿って説明いたします。



Ⅰ. 決算概要

資料右下3ページ、「1．ハイライト」をご覧ください。

3点説明いたします。

1点目は、一昨日に発表した「通期業績予想の上方修正」についてです。

手持案件の着実な進捗、ライフサイエンス等新規分野の好調、顧客とのリスク分担に
よるプロジェクト採算の改善等により、期初の業績予想を上方修正しました。

2点目は、世界的なインフレへの対応です。

顧客、パートナーと協力して、既存案件・新規案件への影響を最小化し、収益の 安定
化とリスクコントロールの強化に取り組んでいます。

3点目は国内事業の基盤強化です。

本年4月に国内グループ子会社3社を統合し、「千代田エクスワンエンジニアリング株式
会社」を設立します。EPCからメンテナンスエンジニアリング迄をワン・ストップで提供す
る総合エンジニアリング会社を目指すものです。後ほど、トピックスで説明いたします。

3



右下4ページ、「2．損益計算書」をご覧下さい。

第3四半期の実績は、表の水色の部分に示しています。

前年同期比で増収、増益となりました。

完成工事高は3,085億円、前年同期比914億円の増収です。

完成工事総利益は235億円、前年同期比67億円増加し、完成工事総利益率は7.6%で
す。

販売費・一般管理費はやや増加しましたが、営業利益は136億円、経常利益は156億
円と大幅増益を記録しました。

純利益は125億円で、期初の通期予想115億円を既に超過達成いたしました。 これ
を受けて、一昨日通期予想を修正しています。表の右から2列目の「FY2022通期予想
」は修正後の数値となっています。

完成工事高から営業利益迄は進捗率が70％弱となりますが、第4四半期は海外 大型

案件の工事本格化、国内案件の堅調な推移等により、収益ピッチの加速を 見込んで
います。

経常利益、純利益は、進捗率が各々78％、83％となっており、修正後通期予想に対し
ても順調に推移しています。
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右下5ページ、「3．利益増減分析」をご覧下さい。

完工総利益、販管費、営業利益について、本年度第3四半期と前年同期の実績を対比
して示しています。

水色の棒グラフが本年実績、灰色の棒グラフが前年実績です。

完工総利益は前年同期から67億円増加。販管費の伸びを十分にカバーし、営業利益
は53億円の増加となっています。

完工総利益の事業分野別内訳は、エネルギー分野171億円、地球環境分野64億円で
す。両事業分野ともに前年同期比増益を記録しています。
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右下6ページ、「４．バランスシート」にお進みください。

大きな動きとして、2点説明します。

表の左下をご覧ください。総資産3,767億円、前年度比187億円の減少となって いま
す。

手持ち案件の進捗に伴い、営業収支を表す勘定として、資産側の営業資産、負債側の
支払手形・工事未払が増加しています。

一方、資産側で未収入金、負債側で未払金が大きく減少しています。第1四半期決算
でご説明した通り、イクシスLNGプロジェクトでのサブコンとの係争が和解により決着し
たことによるものです。未収入金の減少幅が相対的に大きいですが、回収資金のかな
りの部分が短期運用資金として「その他流動資産」に計上されているためです。

表の右下、自己資本は148億円です。

前年度比で減少となっていますが、これは為替変動に伴い、評価性の項目が変動した
ことによるものです。その後の為替変動や利益の積み上がりにより、足許では既に200
億円台まで回復しています。
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右下7ページ、「5．受注高・受注残高」をご覧ください。

第3四半期の受注高は1,205億円、受注残高は1兆2,795億円を確保しています。

受注残高の主要案件は、エネルギー分野では、カタールNFE LNG、米国ゴールデン
パスLNG、インドネシア・タングーLNG、地球環境分野では、インドネシア銅製錬、バイ
オ医薬品原薬製造工場、北豊富変電所蓄電池システムとなっています。

主要案件の遂行状況については後ほど説明します。
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次のスライド、右下8ページは付表です。

完成工事高、受注残高の分野別、地域別の内訳を掲載しています。

この場での説明は割愛させていただきます。

後ほど、ご覧いただければと思います。
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続きまして、9ページからは、「トピックス」を紹介します。
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右下10ページ、「1.国内事業強化」をご覧ください。

ハイライトでご説明したとおり、当社の国内グループ子会社3社を統合し、「千代田エク
スワンエンジニアリング株式会社」を本年４月に設立します。

会社名の「エクスワン」とは、トランスフォーメーションを意味する「エックス」と、プロジェ
クト遂行力のドライバーである“ワンチーム”の「ワン」を加えた造語で、「千代田の技術
を活かしワンチームとなってトランスフォーメーションに臨む」ということを 表していま
す。

合併後、3社の持つ「エネルギー・環境・メンテナンス事業」「計装・電気ソリューション事
業」「ライフサイエンス事業」を統合し、国内有数の総合エンジニアリング会社として、
EPCからオペレーション&メンテナンスエンジニアリング迄ワン・ストップ・サービスを提
供することで、国内事業を一段と強化します。
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右下、11ページ、「2. O＆M-Xソリューション事業」をご覧ください。

当社の強みである、プラントの高度設備診断・解析技術、保全管理支援などの 運転
・保守ソリューションと、操業の最適化を実現するデジタルソリューションを 集約し、O
＆M-Xソリューション事業を立ち上げました。

先ほどご紹介した千代田エクスワンエンジニアリングをはじめとする国内外のグループ
各社と連携し、お客様のプラント運転・プラント保全にかかわる業務の変革をサイバー
とフィジカル両面から支援するソリューション・ビジネスを拡大・加速していきます。
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右下、12ページ、「3. デジタルトランスフォーメーション（DX）」をご覧ください。

当社は、昨年12月1日に、経済産業省より「DX認定事業者」としての認定を取得しまし
た。今後、全社ＤＸの取り組みをさらに加速していきます。

デジタル変革ビジネスは、プラント操業の最適化を実現するデジタルソリューション事
業を「EFEXIS」ブランド名で展開しています。このラインアップの一つであるFCC最適
運転AIシステムが、太陽石油株式会社四国事業所で導入されており、RFCC装置の触
媒反応の最適化により、生産計画に則した生産達成に寄与しています。顧客のスマー
トファクトリー構想を支援するとともに、熟練オペレーターの知見継承にも貢献するもの
です。
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右下、13ページ、「4. ライフサイエンス事業」をご覧ください。

塩野義製薬株式会社向け、ワクチン原薬製造設備の工事が完工し、本年1月に引き渡
しを行いました。

この設備は、遺伝子組み換えタンパク質によるワクチン原薬の商用生産体制を構築す
るものです。

当社は、他にバイオ医薬品の原薬製造工場に関わるEPC業務も手掛けています。こう
した実績を梃にして、再生医療分野といった次世代医薬品、バイオインダストリーへの
業務展開を目指していきます。
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続いて、14ページ・15ページで、「水素事業」の進展をご紹介します。

1点目は14ページの「欧州での水素ハイウェイへの参画」です。

スコットランドから、欧州の水素ハブ港を目指すオランダ・ロッテルダム港への、 大
規模輸出の実装に向けた、パイロットプロジェクトの開発・組成に関わる事業化調査を
実施しています。

水素先進地域である欧州では、かねてご案内の通り、ロッテルダム港湾公社、 三菱
商事等と共に、「商業規模の水素輸入による国際間水素サプライチェーン 構築」に
関する検討も進めています。

14



水素事業の2点目は、15ページ「フランス・アクセンス社との水素サプライチェーンに関
する戦略的商業協力契約の締結」です。

アクセンス社が持つトルエン水素化技術と、当社の独自技術であるSPERA水素 技術
、即ち、MCH脱水素技術を組み合わせて、プロジェクトの早期実現をサポートし、水素
サプライチェーン構築を加速していきます。
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右下16ページ「7. 低炭素・カーボンリサイクルの取り組み」をご覧ください。

タイの独立発電事業者であるBLCPパワー社、並びに、三菱商事と、「脱炭素技術の検
討に関する覚書」を締結しました。

BLCP パワー社の運営する、石炭火力発電所におけるCCUSの技術検討・経済性評
価において、当社独自の環境調和型技術であるCO2リフォーミング技術の知見を活か
し、技術サポートを行なっています。

日本政府が掲げるアジア・ゼロエミッション共同体構想の中で、重要国と位置付けられ
ているタイにおいて、他の火力発電所への横展開も目指していきます。
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最後に、右下17ページ以降で、「主要遂行中案件」についてご説明します。
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Ⅲ. 主要遂行中案件

右下18ページは、エネルギー分野の「カタールNFE LNGプロジェクト」です。

本設プラントの土木工事を中心として遂行中です。
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続く19ページは、地球環境分野の「インドネシア銅製錬プロジェクト」です。

建設工事が本格化しています。

19



最後に、右下20ページでは「その他の主な遂行中案件」を掲載しています。

インドネシア・タングーLNGでは本年の完工を目指して建設工事の最終盤にあり、米国
・ゴールデンパスLNGも、写真でご覧いただけるとおり、建設工事が本格化しています
。

以上で、決算概要の説明を終わらせていただきます。
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